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ツ税とピグー税の 2 つの観点から提案している o それらの方法を用いて、大都市での環境改善を目的とした自動
車交通量の適正化の観点からドライバーが追加的に負担すべき料金を試算している。
(2)ロードプライシングのような地域間に効用格差が大きい場合に、費用便益分析による効率性の観点からの評価だ
けでは不十分である o そこで、社会厚生関数を用いて地域間公平性の観点から定量的にロードプライシングを評
価している o その結果、必ずしも全地域の環境改善効果の増大に伴って社会厚生が増大するわけではなく、迂回
交通による環境悪化が顕著な場合には減少する知見を得ている O
(3)観光地での交通政策の評価に、観光地の魅力化という新しい評価視点を提案し、旅行費用法を用いて定量的に交
通需要マネジメント施策を評価しているo その結果、パークアンド、パスライドよりも、より多様な交通手段を組
み合わせるパークアンドサイクルライド等の施策や、観光ポイントと交通手段の利用を連携する環境切符制度な
どの施策が、観光地の魅力化の観点から有効であることを示しているo
以上のように、本論文は交通シミュレーションによって現状再現性を担保しつつ、環境の価値を定量的に交通政策
の評価に組み入れると同時に、観光地の魅力化という新たな評価視点を提案しているo その成果は、交通システム計
画論、および土木計画学の発展に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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